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◎ [Teamやま] の構成について

自社でシステム開発を行っている会社にて

[製品の検査 / 品質担保]を行う部門に所属するメンバーから選抜

→ メンバー全員 今回が初参加
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1. チーム紹介

➢ 本コンテストへの参加を通じて、メンバー全員が新しい知見や観点などの

刺激を受け、日常作業にフィードバックできるように取り組んでいます

◎ 参加の目的

◼ 普段の業務で行っている作業や成果物が、『一般的なテスト設計スキル』

と比べたときにどういった違いがあるのかを理解したい
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メンバーで分担して様々な観点から、想定されるリスクや影響範囲の検討を

行うことにより、実施すべきテスト内容を網羅的に洗い出した

【複数の視点】から漏れなくリスクを洗い出す

2. コンセプト

別々の切り口からの分析を行うことによって、

様々なケースを想定した抜け漏れの少ないテスト設計を行う 
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本テスト設計では下記のようなステップでの作業を行うことで、

必要となる観点・項目の整理を進めた。

3.テスト設計 作業内容の紹介

◆ テスト観点の洗い出しの際に行った大まかな流れ

テスト観点の分類分け
➢ 機能的観点
➢ 非機能的観点

要件分析
- 新規要件/既存仕様の整理
- 既存への影響範囲の分析

[ISO/IEC 25010 品質特性]に
基づく観点整理

ユースケース分析

『テスト観点一覧』へ集約
- 分類項目を一覧化
- リスク/優先度の設定

リスク/優先度の
基準定義

重点項目の抽出

分析/発散 分類/評価 統合/一覧化

以降のスライドにて、各ステップ内の作業を成果物の一例を参考に説明を行う

モニタリング 計画の設定



分析/発散
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◆ 要件分析

3.テスト設計 作業内容の紹介

要件分析
- 新規要件/既存仕様の整理
- 既存への影響範囲の分析

分析/発散

✓ 「新規追加要件」と「既存仕様から変更点」を、
[テスト依頼書]等のドキュメントを読み込んで整理

✓ 既存機能への影響範囲(リグレッション
テスト)の分析も併せて実施

✓ 状態遷移図でシステムの状態を可視化し、
[起動/通信/障害時]といった観点を網羅

ユースケース分析

[ISO/IEC 25010 品質特性]に基づ
く観点整理
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◆ [ISO/IEC 25010 品質特性]に基づく観点整理

3.テスト設計 作業内容の紹介

要件分析
- 新規要件/既存仕様の整理
- 既存への影響範囲の分析

[ISO/IEC 25010 品質特性]に基
づく観点整理

ユースケース分析

分析/発散

✓ ドキュメント内から品質に関する要求や制約を整理し、
『品質特性』に直結する要件を抜粋して整理

✓ 特殊なテスト実施が必要と判断した観点に対するテスト計画を想定

▼作成したテスト計画書
- 高負荷テスト
- ロングランテスト
※ 右には計画内の[想定数]部分を抜粋
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◆ ユースケース分析

3.テスト設計 作業内容の紹介

ユースケース分析

分析/発散

✓ [チケット購入~発券~入場]までの一連の流れを対象に、ユース
ケースを基にしたシナリオテストを設計(正常系/異常系を含む)

上記シナリオからテストケースに落とし込みを行った

要件分析
- 新規要件/既存仕様の整理
- 既存への影響範囲の分析

[ISO/IEC 25010 品質特性]に基づ
く観点整理



分類/評価
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◆テスト観点の分類分け - 機能的観点/非機能的観点 

3.テスト設計 作業内容の紹介

テスト観点の分類分け
➢ 機能的観点
➢ 非機能的観点

リスク/優先度の
基準定義

分類/評価

✓ 「分析/発散」工程の中で抽出したテスト観点に対して、
『機能的観点』『非機能的観点』の分類分けを実施

重点項目の抽出
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◆リスク/優先度の基準定義

3.テスト設計 作業内容の紹介

リスク/優先度の
基準定義

分類/評価

✓ 「分析/発散」工程の中で抽出したテスト観点に対して、
テスト実施を行う際の優先度の重みづけを行うための基準を定義

◼ リスク評価：下記の二軸でレベル(高/中/低)を設定
➢ [影響度(Impact)]、[発生頻度(Likelihood)]

◼ 優先度判定：上記リスク値を基に算出
➢ リスク値 ＝ 影響度（１～３）×発生頻度（１～３）
➢ リスク値の点数に応じて、

優先的に実施すべきテスト観点かを[高/中/低]で判定を行う

テスト観点の分類分け
➢ 機能的観点
➢ 非機能的観点

重点項目の抽出



テスト観点の分類分け
➢ 機能的観点
➢ 非機能的観点
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◆ 重点項目の抽出

3.テスト設計 作業内容の紹介

分類/評価

✓ 本件の[テスト依頼書]にて、下記の観点は重点項目として明記され
ている

重点項目の抽出

リスク/優先度の
基準定義

✓ 前述の「リスク/優先度」は、一般的な考えを元にした重み付けを
行っているため、必ずしも上記の重点項目がテスト実施されると
は限らない

⇒ 影響度の結果に関わらず、テストレベルを上げて対応を行う



統合/一覧化
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◆『テスト観点一覧』へ集約

3.テスト設計 作業内容の紹介

『テスト観点一覧』へ集約
- 分類項目を一覧化
- リスク/優先度の設定

統合/一覧化

✓ 最終的に「分析」「リスク優先度の判定」「テストレベルの定義」
「重点項目」を取り纏め、[【B-015】テスト観点一覧]を作成

＝テスト想定の詳細な説明を行う際の起点となる資料として活用

モニタリング 計画の設定
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◆モニタリング 計画の設定

3.テスト設計 作業内容の紹介

『テスト観点一覧』へ集約
- 分類項目を一覧化
- リスク/優先度の設定

統合/一覧化

✓ ここまでに行ってきたテスト設計・計画の内容は、
テスト実施期間中も継続的にレビューのタイミングを設けて
都度必要な観点やリスクに対しての評価を行っていくものとする

モニタリング 計画の設定

✓ また、本システム改修のテスト品質において
最低限達成しておくべき「合格基準」を計画段階で設定し、
関係者と認識を共有しておくことでリリース可否の指標とする

1. 優先度[P0/P1] 領域の欠陥ゼロ
2. 主要 SLO（Service Level Objective）の達成
3. 回帰テストの連続パス
4. 可観測性の確保
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第3節に記載した各ステップ内での成果物と、
その内容を集約した最終成果物（テスト設計書）を作成し提出を行った。

◆ 振り返り（達成できたこと、改善点）
• コンセプトとしている「もれなくリスクを洗い出す」については、

提示されたドキュメントから読み取れる様々なケース・想定に対して
ある程度網羅的にテスト設計を行えていると考える

• 一方で、メンバー毎にテスト観点の切り口を分担して進めていたことにより、
[テスト観点一覧]などに検討内容を持ち寄った際に、粒度にばらつきを感じる
ことがあった
 ⇒事前に、より詳細に検討の粒度や記載ルール等についてのすり合わせる時
間を設けられれば良かった

4. まとめ



ご清聴ありがとうございました
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